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【機能別委員会】 

 

○委員の決定（追加 1件） 

 

（国際委員会） 

 
 
 
 
 
 
【委員会及び分科会】 

 

○委員の決定（追加１件） 

 

（第三部附置「科学技術の光と影を生活者との対話から明らかにする」分科会） 

 

 
 

氏   名 所  属 ・ 職  名 備 考 

藤原 聖子 東京大学大学院人文社会系研究科准教授 第一部会員 

氏   名 所  属 ・ 職  名 備 考 

吉野 博 
東北大学総長特命教授、東北大学名誉教授、秋田県

立大学客員教授、前橋工科大学客員教授 
第三部会員 

資料５―別添１－２ 

提案 7～8 は提言のため、資料５別添２及び３参照。

提案５ 

提案６ 
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〇日本学術会議代表

派遣候補者

番号 国際会議等 　計 開催地及び用務地 （職名） 備考

マニラ

――――――――――

フィリピン

ヤンゴン

――――――――――

ミャンマー

〇招へい者
会     期 派遣候補者

番号 国際会議等 　計 開催地及び用務地 （職名） 備考

12月6日 マニラ Aminul Islam

1 ～ 2 日 ――――――――――

12月7日 フィリピン
12月6日 マニラ Vijaya Kumar

2 ～ 2 日 ――――――――――

12月7日 フィリピン

1
12月6日

～
12月9日

4 日

アジア学術会議役員会議、第17回大会開催準備及びミャンマーの学術機関との会合のための代表派遣及びアジア学術会議役員会議出席のための招へい者

会     期

吉野　博

第３部会員

アジア学術会議役員会議
アジア学術会議前会長として役
員会議に参加するため

Immediate-Past President, National Academy of
Sciences Sri Lanka (NASSL) ,Sri Lanka

アジア学術会議事務局長として
役員会議に参加するとともに、第
17回SCA大会開催準備及びミャ
ンマーの学術機関との会合を行
うため

アジア学術会議役員会議

アジア学術会議役員会議
アジア学術会議会長として役員
会議に参加するため

President, Bangladesh Academy of
Sciences(BAS) ,Bangladesh

 
 
 

提案９ 
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派遣候補者

番号 国際会議等 　計 開催地及び用務地 （職名） 備考

11月17日 京都 Michael Manton

1 ～ 2 日―――――――――― Emeritus Professor

11月18日 日本 Monash University（オーストラリア）

11月17日 京都 Chuluun Togtokh

2 ～ 2 日―――――――――― Director

11月18日 日本 National University of Mongolia （モンゴル）

11月17日 京都 Rodel Lasco

3
～ 2 日―――――――――― 　　Scientific Director

11月18日 日本 The Oscar M. Lopez Center （フィリピン）

11月17日 京都 Jiaguo Qi

4
～ 2 日―――――――――― Director

11月18日 日本 Michigan State University （米国）

Monsoon Asia Integrated Regional
Study (MAIRS)

講演者として参加するため

Monsoon Asia Integrated Regional
Study (MAIRS)

講演者として参加するため

講演者として参加するため

Monsoon Asia Integrated Regional
Study (MAIRS)

Monsoon Asia Integrated Regional Study (MAIRS)招へい者

Monsoon Asia Integrated Regional
Study (MAIRS)

講演者として参加するため

会     期

 
 
 
 

提案１０ 

提案 11～12 は、資料５本紙参照。 
提案 13～20 はシンポジウムのため、資料５別添４参照。 
提案 21 は後援名義のため、資料５本紙参照。 


